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追
悼

森
下
敬
司
先
生
を
偲
ん
で

西
宮
・
芦
屋
支
部
創
設
メ
ン
バ
ー
と
し
て
当
初

か
ら
世
話
人
を
務
め
ら
れ
、
２
０
０
４
年
か
ら
は

支
部
相
談
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
森
下
敬
司
先

生
が
２
０
２
３
年
12
月
５
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。

92
歳
だ
っ
た
。

支
部
副
支
部
長
の
広
川
恵
一
先
生
の
追
悼
文
を

紹
介
す
る
。

「
こ
の
本
は
病
室
で
父
が
最
後
に
読
ん
で
い

た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
先
生
に…

」
と
先
生
の

お
嬢
さ
ん
か
ら
手
渡
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

城
山
三
郎
の
『
少
し
だ
け
、
無
理
を
し
て
生
き

る
』
。
読
書
家
で
城
山
三
郎
を
愛
読
さ
れ
る
先

生
が
病
室
で
手
元
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
。
書

名
の
意
味
は
「
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
」
。
最
後

に
開
か
れ
て
い
た
頁
の
章
は
「
自
ら
計
ら
わ
ず
」
。

意
味
は
「
自
分
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を

求
め
な
い
」
。
と
も
に
森
下
敬
司
先
生
の
人
生

を
象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。

昨
年
10
月
発
行
の
〈
西
宮
・
芦
屋
支
部

40

年
の
歩
み
〉
表
紙
書
は
森
下
先
生
、
表
紙
絵
は

半
田
伸
夫
先
生
。
そ
こ
に
は
支
部
40
年
の
歴
史

と
そ
こ
に
重
な
る
先
生
の
凛
と
し
た
お
姿
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
が
森
下
先
生
と
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
の

は
88
年
１
月
、
東
京
で
の
保
団
連
大
会
で
し
た
。

以
来
35
年
、
先
生
に
は
何
か
に
つ
け
相
談
し
、

教
え
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

先
生
は
61
年
８
月
に
開
業
。
こ
の
頃
、
時
間

外
患
者
さ
ん
は
な
ん
と
年
間
３
４
９
人
。
そ
の

う
ち
日
曜
・
祝
日
に
１
２
９
人
、
深
夜
は
97
人

で
３
～
４
日
に
１
回
は
深
夜
の
対
応
と
い
う
激

務
。69

年
６
月
に
本
協
会
の
設
立
に
参
加
。
81
年

11
月
の
西
宮
・
芦
屋
支
部
設
立
総
会
記
念
市
民

講
演
会
に
は
岡
村
昭
彦
「
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス

と
は
何
か
」
を
企
画
。
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
テ
ー

マ
の
設
定
に
先
見
の
明
。
85
年
３
月
に
岡
村
氏

が
亡
く
な
ら
れ
た
時
に
は
東
京―

青
山
の
葬
儀

所
に
駆
け
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
設
立
10
周
年
記
念
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
松
野
迅
氏
の
演
奏
と
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル

氏
を
招
い
て
の
講
演
の
企
画
。
協
会
組
織
部
で

は
各
地
の
支
部
づ
く
り―

空
白
地
域
克
服
に
尽

く
さ
れ
、
審
査
指
導
対
策
で
は
93
年
10
月
の
富

山
で
の
個
別
指
導
事
件
で
直
ち
に
現
場
に
向
か

い
、
尼
崎
支
部
の
鈴
木
克
司
先
生
と
私
が
同
行
。

そ
の
帰
り
の
車
中
、
乗
客
の
女
性
に
暴
力
を
は

た
ら
い
た
巨
漢
に
先
生
は
敢
然
と
立
ち
向
か
い

取
り
押
さ
え
、
鉄
道
警
察
隊
に
引
き
渡
す
と
い

う
武
勇
伝
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
前
年
の
第
３
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

で
は
「
１
枚
の
診
断
書
か
ら―

ア
ル
ブ
ラ
イ
ト

症
候
群
」
を
報
告
。
「
診
断
書
作
成
の
場
合
は
、

た
と
え
検
査
値
に
多
少
の
異
常
が
み
ら
れ
て
も
、

あ
く
ま
で
本
人
が
生
活
者
で
あ
る
と
い
う
立
場

を
考
慮
し
て
、
総
合
的
な
視
野
で
の
検
討
が
必

要
」
と
の
貴
重
な
指
摘
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
規
開
業
医
懇
談
会
」
の
開
催
と
新
規
の

先
生
に
「
『
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う

会
』
の
講
師
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
」
と
常

に
指
示
を
受
け
ま
し
た
。
診
療
報
酬
改
定
で
は

先
生
の
医
院
に
担
当
世
話
人
・
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
が
集
ま
り
深
夜
ま
で
検
討
会
。
先
生
は
「
協

会
の
診
療
報
酬
研
究
会
は
点
数
を
説
明
す
る
た

め
で
な
く
、
改
定
を
通
し
て
日
本
が
ど
の
よ
う

な
医
療
に
向
か
お
う
と
す
る
の
か
批
判
的
に
明

ら
か
に
す
る
場
」
と
常
々
語
ら
れ
ま
し
た
。
但

馬
支
部
と
の
支
部
間
の
交
流
で
は
故
新
田
誠
先

生
と
肝
胆
相
照
ら
す
古
武
士
を
思
わ
せ
る
お
二

人
で
し
た
。

95
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
支
部

の
震
災
対
策
本
部
づ
く
り
を
支
え
ら
れ
、
２
０

０
２
年
２
月
の
協
会
薬
科
部
設
立
を
故
朝
井
榮

理
事
長
と
共
に
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
西
宮
・
芦

屋
支
部
東
日
本
大
震
災
被
災
地
物
産
・
物
品
展

に
は
い
つ
も
顔
を
出
さ
れ
、
待
た
せ
て
い
た
運

転
手
さ
ん
に
購
入
し
た
物
産
品
を
「
は
い
、
お

土
産
」
と
手
渡
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
慢
性
疾
患
の
診
療
で
は
必
ず
変
化
が
あ
り

そ
れ
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
」
「
い
く
ら
疲

れ
て
い
て
も
、
急
い
で
い
て
も
、
そ
れ
を
理
由

に
一
番
最
後
の
患
者
さ
ん
を
決
し
て
疎
か
に
し

な
い
こ
と
」
な
ど
教
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
言
葉

を
毎
日
の
診
療
で
必
ず
思
い
返
し
て
い
ま
す
。

「
啐
啄
同
時
」
「
最
後
は
人
間
関
係
」
「
志
の

通
じ
る
人
た
ち
と
の
ひ
と
と
き
は
励
ま
さ
れ
ま

す
」
。
先
生
の
口
癖
は
「
駄
弁
り
ま
し
ょ
う
」
。

故
朝
井
先
生
と
お
二
人
を
中
心
に
、
故
池
内
春

樹
先
生
、
故
八
木
秀
満
先
生
、
林
田
英
隆
先
生
、

北
井
明
先
生
、
清
水
映
二
先
生
た
ち
と
「
清
談

会
」
と
称
し
て
飲
み
会
を
開
い
た
も
の
で
し
た
。

21
年
９
月
22
日
、
開
業
60
年
を
も
っ
て
先
生

が
閉
院
さ
れ
る
日
。
多
く
の
患
者
さ
ん
た
ち
で

待
合
室
は
一
杯
。
藤
田
誠
治
事
務
局
長
、
支
部

担
当
の
山
田
友
道
事
務
局
員
と
と
も
に
忘
れ
が

た
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
翌
月
の
あ
る
夕
べ
に
、

先
生
を
芦
屋
川
畔
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

に
お
誘
い
し
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
を
過
ご
す

中
、
「
至
福
の
時
間
で
す
」
と
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
私
に
と
っ
て
永
遠
の
師
で
あ
り
、
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
。
「
少
し
だ
け
、
無
理
を
し
て
生
き
」
、

「
自
ら
計
ら
わ
ず
」
。
今
日
も
私
の
心
の
中
の

先
生
に
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
日
々
の
相
談

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
西
宮
市
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

広
川

恵
一
）

支部40年史インタビューでの１枚

左が故・森下敬司先生、右が広川恵一先生

西宮・芦屋支部(環境・公害対策部共催)市民学習会

汚染水海洋投棄－
下北半島六ヶ所村再処理工場－日本の核政策

日時 2024年 3月16日(土)14時30分～(Zoom併用)

会場 兵庫県保険医協会５階会議室

（JR・阪神元町駅から南に徒歩約８分）

※来場、Zoomとも事前のお申込みをお願いします。

お問い合わせ・お申込みは協会事務局 伊地知・山田まで

TEL: 078-393-1840 E-mail: idichi@doc-net.or.jp

講師 小出 裕章 氏
(元京都大学原子炉実験所助教)

Zoomでのお申し込みはコチラ→
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12
人
が
参
加
し
た
。

法
貴
憲
支
部
長
（
西
宮
市
・
法
貴
皮
膚
科
）
の
開

会
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
を
受
け
、
参
加
者
は
料
理

を
囲
ん
で
交
流
を
深
め
た
。

ま
た
、
後
半
に
は
一
年
の
支
部
の
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
な
が
ら
、
半
田
伸

夫
先
生
（
西
宮
市
・
半
田
医
院
）
の
司
会
で
一
年
間

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
し
い
年
に
向
け
て
の

抱
負
を
語
り
合
っ
た
。

（2）2024年2月15日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

長く続いていることが納得の魅力ある研究会

英語で診療Medical English #58 動悸 感想文
２
０
２
３
年
12
月
29
日
、
「
木
曽
路
」
西
宮
店
で

毎
年
恒
例
の
支
部
忘
年
会
を
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
２
０
２
０
年
か
ら
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
忘
年
会
」
と
い
う
形
式
で
開
催
し
て

い
た
た
め
、
４
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
と
な
っ
た
。

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
弁
護
士
の
鵜
飼
万
貴
子
氏
も
お
招
き
し
、

支
部
忘
年
会

一
年
を
振
り
返
り
交
流
楽
し
む

４
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催

西宮・芦屋支部は、11月10日（金）、西宮

医療会館にて、「話せる英語で診療Medical

English＃58 Role Playingシリーズ㉓「Pal

pitations＝動悸＝」を開催。医師・薬剤師・

医療通訳ら９人が参加した。

アドバイザーを務めた西宮市の伊賀内科・

循環器科の伊賀幹二先生の感想を掲載する。

故・坂尾 福光 先生が始められ、半田先生

に引き継がれた今回で58回目のこの医療英会

話シリーズに循環器アドバイザーとして参加

した。

発作性心房細動の58歳の男性が今回の題材であった。参加者は約10名で、イギリス人のC

onroy先生と司会の半田先生のトークから始まった。

患者と医者のスキットは最初の草稿は半田先生が作成され、私も見させていただいたが、

その後Conroy先生に大きく添削されており、半田先生はこの用意にかなりの時間を割いて

いることがよくわかった。

研究会ではConroy先生が順番に参加者の

発言を求め、みんなが発言できるような雰

囲気になっていてよい講演スタイルである

と感じた。心房細動関連のテクニカルター

ムが多い中、参加された方の発音の美しさ

に感心した。長く続いている勉強会にはそ

れだけの魅力があるのだということを実感

した。

最後に専門医として「発作性心房細動は

どういう疾患か」ということを説明する機

会をいただいた。診断には病歴が必須であ

り、加齢ともに生じるコモンな疾患である発作性心房細動は、明確な症状があればホルター

心電図で確認できなくても全く否定はできないということを強調させていただいた。スキッ

トでの血栓予防薬はワルファリンではなく10倍も高価なDOACの投与であった。スキットに

は診察代として3割負担で11,000円というくだりがあったが、特に参加者は医師以外であっ

たので薬局での高い支払いにもスキットの中で言及してほしかった。

初めての参加であったが、学ぶところは多々あり有意義であった。今後、開催日が私が

通っているスポーツジム休館日と重なればぜひ参加したいと思う。

【西宮市 伊賀内科・循環器科 伊賀 幹二】

４年ぶりにリアル開催し、しゃぶしゃぶを囲んだ

スライドで１年を振り返った

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
１
月
26
日(

金)

に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
５
人
が
参
加

し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
診
療
・
ワ
ク
チ
ン
な
ど

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

西
宮
手
話
友
の
会
（
３
・
16
）

②
小
出
裕
章
氏
市
民
講
演
会
（
３
・
16
）

③
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

④
阪
神
淡
路
大
震
災
30
年
の
つ
ど
い

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
支
部
忘
年
会
（
12
・
29
）

②
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
の
石
川
協
会
訪
問

（
１
・
17
）

【
Ⅳ
．
そ
の
他
】

①
な
が
ら
ス
マ
ホ
危
険
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

②
「
保
険
証
廃
止
撤
回
」
自
治
体
請
願

③
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

（
３
・
28
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
３
月
１
日
（金
）に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（２
月
23
日
が
祝
日
の
た
め
）

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

参加者に発言を求めるConroy先生

アドバイザーの伊賀先生がまとめを行った


